ら、 それ こそじ や。 さいわい 近くに わしの 住いが ござ 

る、 荒屋 では あれ ど、 此処よ リ はまし じ や、 それに 君 

ぞうじよ うまん みほと け いまし 

子は危 きに 近寄らず、 增上慢 は、 御 仏 もき つくお 誡 

め の はずで は.》 /ざらぬ か」 

怪量は ご そりと 起きて 笈を 肩に した。 

「それで は 一 つ 厄介に なろう かの」 

「では 足元に 気をつけて、 おいでな され ませ」 

岩山の 間の 道を攀 じの ぼって、 やがて 唯 ある 頂上の 

平べ つたい 処へ 出た。 そこに 草葺の 家が あって 家の 中 

から 明るい 灯が 漏れて いた。 男 は 怪量を 案内して 裏手 

へ 廻って 住った。 其処に すこしば かり 野菜 をつ くった 



つれて 浅 間し く、 邪 慾の ために、 祖先 を 辱 かしめ たる 

この 身が 恨めし ゆう、 此の 比で は、 つくづくと 後世の 

ほど も 案じられて なり ませぬ わい」 

「どうやら 床しい 御仁 体と 見受け 申した が、 さて は 左 

様で ござった か」 

怪量は 凝と 対 手の 顔 を 見た。 

あやま リ 

「いや、 若気の 誤 は 人間の 常で ござる わい、 それに 

しても 早く それに 気が 注 かれた は、 まだ 御 仏の 助けの 

き しる 

綱の 断れぬ 証し で ござろう。 昔の こと は 昔の こと、 此 

上 は 御 仏に すがって、 再び 花咲く 春 を 待た るるが よろ 

しゅ AVI j 、ざる ぞ」 



がきら りと 光った。 

そうしんき むくろ 

「うむ、 搜神記 か 何 かで 読んだ ぞ、 万 一 轆轤 首の 骸 を 

見つけた 時、 その 骸を 即刻 別の 場所へ 移して おくが よ 

い、 首が 骸を 移された の を 知れば、 恐れ 喘いで、 三た 

ばけもの 

び 地 を 打って 死ぬ とあった ぞ。 よし、 妖怪め」 

わら、 ちる" - ) 

笑が 怪 量の 頰 にの ぼった。 やにわに 主人の 体 を 抱 

き あげた かと 思う と、 窓 を 開け て 谷底 へ 投げ飛ば した _ 

投げ飛ばして 怪量は 家の 中 を 見 まわした。 戸 締は皆 中 

から 厳重に 出来て いた。 

「さて は 天窓から 出お つた か」 

怪量は そっと 裏口 を 開けて 外へ 出た。 外の 黒々 とし 



「なに、 おれの 体が 見えぬ、 さて は、 やられた か」 

主人 は 歯が がちがちと 鳴って、 その 眼から は 涙が 出 

た。 

「おれ は、 もう、 元 もと 通りになる ことができぬ、 此 

処で 死ななければ ならぬ、 よくも、 人の 体 を 動かしお つ 

たな、 乞食 坊主め。 よし 彼の 坊主 を啖ぃ 殺して やる、 

何処に おる、 坊主め」 

主人の 首 は 空へ 舞い あがるな リ、 恐ろしい 形相で 

あ. ヒリ 

四辺 を 睨み まわした。 

「おお、 其処に おる、 其処に おる、 おのれ 坊主め、 動 

くな」 



でで、 拙 僧の 知った ことで は ござらぬ」 

怪量は 詳しく 当時の 模様 を 語した。 時 どき 自分で 

おかし 

可 笑くなる と 見えて 大声 を 出して 笑った。 怪量を 取り 

調べて いた 役人 は 同僚と 何 か 相談した。 そして、 向き 

直って 怪量を 睨みつ けた。 

む +- 、， 

「売 僧、 そのような 無稽な 申し立て、 此処で は 通らぬ 

せ つ しょう 

ぞ、 察する に その 方、 僧侶の 身に ある まじき 殺生 を 犯 

もうしゅう とど 

した 故、 死者の 妄執 晴れ やらず、 それへ 止まって おる 

ところ しおき 

に 相違 あるまい、 処の 法に 照らして 所 刑す る」 

「いや 待た れい」 

その 時まで 控 席に 黙々 としていた 年老いた 役人が 進 



しく これ は 轆轤 首、 それなる 御 僧の 申し立て は、 いつ 

ゎリ では) J ざらぬ ぞ」 

役人 達 は、 顔 を 見合わせた。 老 役人 は怪 量の 方へ 膝 

を 進めた。 

「旅の 御 僧、 もはや そなたへの 疑い は 晴れ 申した が、 

さる にても、 斯様 は 怪物 を 見事に 御 退治め された と は、 

よのつね 

尋常の 出家で は ござるまい、 お差し つかえな くば、 

ぞくみ よ -っ 

俗名 を うけたまわ リ たい」 

怪量は 微笑した。 

「疑いが 晴れて 何よりで ござる、 お訊ね を 受けて 名乗 

る 程の 者で も ござらぬ が、 いかにも 以前 は 弓矢 取る 身、 



ほどこ 

の 面目 を 施 して 出発した。 

それから 三日 目の 深夜、 怪量は 木 曾の 山中 を 歩いて 

いた。 

おとこ おど 

突然 木立の 間から 怪しい 漢が 白刃 を 手に して 躍り 

出た。 

「坊主、 身ぐ るみ 脱いで 失せお ろう」 

怪量 はちら りと 対 手 を 身 〔# 「身」 は ママ〕 ながら 衣 

を 脱いで さしだした。 

山賊 はすぐ 衣の 首に 気が 注いて、 その 首と 怪 量の 顔 

を 見比べて いたが、 何と 思った のか 飛びし さって ひれ 

伏した。 



じ やが、 五両 出して 妖怪の 首 を 欲しがる 奴 は、 天下 広 

しとい えど も 貴様 だけだろう よ、 自由にせ い」 

ふたし な もとで 

首と 衣 を 手に入れた 山賊 は、 暫く その 二 品を資 手に、 

木 曾 街道の 旅人 を 劫して いたが、 間もなく 詉訪の 近く 

へ& つて 首の 由来 を 聞いた。 山賊 は 青くな つた。 

「やっぱり 坊さんの 云った ことが 真箇だった のか、 飛 

ん でもない、 こんな 首 を 持って いたら、 どんな 祟り を 

い つ しょ 

受ける か 判らぬ。 せめて これ を： K: と 同体にして やって、 
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